
学校名

氏名

Ａ　研究主題　

B   研究の目的

E　手立て・内容（研究仮説） D　めざす子どもの姿

F　検証方法

G　研究計画
月 日 月 日 内 容

４月  5日（金） 6月26日（木） 指導主事訪問授業（中3理科）、指導
4月18日（木） 2学期随時 高校生、他校生、地域の方々への中間発表（3年10月）

５月  7日（火） 12月1日？ 中１「しまね新聞コンクール」出品

5月14日（火） 12月3、4日 県学力調査（中１）※検証資料  1年　島前高生への発表

5月27日（月） 12月18or19日 総合的な学習の時間　発表会

6月  4日（火） 1月   日（　） 全国学力調査（中4）学校負担　※検証資料

6月  5日（水） 1月20日（　） 研究職員会・検証方法の確認

6月12日（水） 2月17日（　） 検証

6月18日（火） 指導主事訪問授業（中3音楽）、指導 3月3日（　） 振り返り、まとめ、来年度の計画

　

生徒の強み
・基礎的な学力があ
る。
・決められたことにま
じ
　めに取り組むことが
で
　きる。
・地域の方と協働する
こ
　とができる。

生徒の課題
・主体性に欠ける。
・自分を表現できな
い。
・リーダーとしての力
が
　弱い。
・発想力が乏しい。
・計画的に見通しを
持っ
　て活動できない。
・周囲の状況を見て的
確
　な行動できない。

C　子どもの実態

赤字：全員で取り組む

研究構想シート 　
能海千文

知夫村立知夫中学校

探究的・協働的に学び、効果的に表現する生徒の育成～地域に学ぶ「総合的な学習の時間」の授業づくりを通して～

めざす子ども像の実現に向け、授業等における具体的方策や教師の支援のあり方について研究仮説を立案し、実践を通してそれらを検証する。

○地域にとって必要
で
　あり、自分たちの
力
　で解決可能な課題
を
　設定をする姿
〇明確な手段・方法
を
   持ち、多様な他者
と
   協働して課題を解
決
   する姿
〇自己の考えを相手
に
   応じて、より効果
的
   に表現する姿

研究仮説       次の手立てを講ずれば、「探究的・協働的に学び、効果的に表現する生徒」を育成することができるだろ
う。
手立て
Ⅰ 学習計画の見直し
　　　…生徒にとって必要感があり、実態に沿ったものとする。学年の系統性を持たせる。実践を重ねながら、全員で改善す
る。
   ①テーマ「地域に学ぶ」　　内容　1年 地域を知る　→　2年 地域で働く　→　3年 地域に貢献する
　②修学旅行実施年度の内容と時間配分の見直し（3年部）　※掲示をして、生徒に伝え、書き込みをさせることで理解を促す。
Ⅱ 授業づくり
   ①探究サイクルの継続的・発展的な繰り返し（「探究的」）＝ポートフォレオの活用（振り返り→生徒が次時の学習内容を決
める）

①県、全国学力調査
②習熟度テスト                    における思考・判断・表現の得点と記述内容
③単元テスト
④発表資料、発表、新聞
⑤生徒の説明に変容

について、前年度や年度初めと比較し、①「全国平均以上、昨年度以上     ②③「昨年度以上、前回以上」で仮説は立証されたと
する。④⑤は評価規準を明確にして評価する。

内 容

校内研究概要伝達

全国学力調査（中3）※検証資料

研究計画の伝達、グループ打ち合わせ

指導主事訪問授業（中3国語）、指導

指導主事訪問授業（中1総合）、指導

指導主事訪問授業（中3総合）、指導

研究職員会・構想・進捗状況の確認

指導主事訪問授業（中3英語）、指導

１学期 随時
外部講師を招いて

の授業

中１ ８回実施予定

中3 観光協会の方

修学旅行で

の

研修

２学期
1人1回以上

指導主事訪問授

業

山陰中央新報

「新聞づくり教


